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＜病棟連絡事項＞
・家族面談について現在感染防止のため、内科診察室以外での面談は禁止となっています。月曜日は内科診察のため、使用不可となっています。面談設定の際には、看護課共有の「内科診察室使用予約表」を確認し入力して下さい。
・退院後、あおぞらクリニックへ外来通院する患者様について、初回外来受診前にあおぞらクリニック宛に、看護サマリーと退院時要約の送付をお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・立花　圭様～青山荘体験利用の際に持参する書類と、小遣い銭と小遣い帳をＢユニットステーションで預かっています。明日の体験の際に持たせてください。
・鈴木　善清様～八王子北部病院への転院に伴い、明日主治医へ診療情報提供書の作成を依頼して下さい。作成後は大川ＳＷへ渡し、先方へＦＡＸすることとなっています。12/15～16家族の迎えにて退院予定です。転院日は未定。
・大脇　ユミ様～採血結果にて脱水の所見あり。点滴ソリタＴ３　５００ｍｌ×１本追加処方となっています。
・藪　真弓様～家族面談の日時が12/7(月)の16：30に変更となっています。主治医と家族へは連絡済み。
＜入院・入室状況＞
・袴田　ハナヱ様～合併症室→Bユニット1号室

・佐藤　セツ様　～Cユニット5号室→合併症室
・畑中　トモ様　～Cユニット6号室→Bユニット1号室
・中居　涼子様　～Bユニット3号室→Bユニット1号室
・藪 真弓様　　～Bユニット1号室→Bユニット3号室
・坂本 福子様　～Dユニット1号室→Bユニット3号室
・五十嵐 貞男様～Cユニット4号室→Cユニット5号室
・城前 実様　　～Aユニット10号室→Cユニット5号室
＜転出＞

・中村　さつ様 ～Bユニット1号室→南Aユニット123号室

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～主治医診察にて11：00身体拘束解除となり、終日隔離開始となる。眼光の鋭さはないが、話し掛けの内容は的を得ない。「NECが…」と。眠気見られ、各食後居眠り見られている。引き続き精神症状を観察し、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。脱衣行為繰り返し、全裸となる事から、早めに開放観察終了としている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。本日より15：00～16：00の開放観察実施予定。対面時穏やかで衝動行為はない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・中川　洋子様～各食全量摂取。内服拒否なくスムーズ。声掛けにも穏やか。帰宅要求や不穏さなし。
・城前 実様～　11：26東Aユニット10号室へ医療保護入院となる。昼食全量摂取。バイタル異常なし。声掛けに穏やかに返答あるが、車椅子自操し出口を探している。切迫した様子なし。　
・長瀬　伸也様～小声での独語あるが、日課は淡々と行っていた。歯痛訴え10：20継続指示カロナール（200）1T内服。診察前後で落ち着きなく、架電要求の訴え、SWと話しがしたい等、多弁で表情硬くしホール内の徘徊見られている。









・大脇　ユミ様～朝食数口のみ、昼食は拒食。促しにて水分摂取は出来ている。午前は血圧78/45mmHgと低値だが、午後には110/54mmHgで経過。他バイタルサイン異常無し。指示の点滴拒否なく応じている。
＜田名部Dr診察情報＞
・安達　貴浩様～診察時、Ｂユニットで過ごす時間を拡大してほしいと希望あり、この1週間トラブルなく経過していたことから主治医より午前2時間、午後1時間で許可となる。
・中村　与一郎様～退院先について、新井田にできた新しい施設も検討するよう主治医より説明を受けている。見学を行っていくこととなる。
・袴田　将志様～舌下錠服用の促しには拒否しているが、飲水欲求に効果が期待できること説明されると了解している。身体への危険行為の可能性が低くなっていることから11:００身体拘束解除し、終日隔離へ変更の指示となる。臨時薬はレキサルティー、ブロナンセリン、ブロマゼパム中止、シクレスト舌下錠15ｍｇ開始となる。
・平山　敬之様～明日、エビリファイ筋注予定。臨時薬は同内容で継続処方。本人より、退院時期について質問をし、明日の筋注後であれば退院は可能だが、一度家族と面談を行ってからと説明している。
・小澤　和子様～診察時は主治医の質問に返答しているが時折、的外れな返答をしたり、一方的に話したりすることがある。臨時薬はコントミン125ｍｇ→75ｍｇへ減量、クエチアピン200ｍｇ→400ｍｇへ増量となる。
・長瀬　伸也様～主治医より、デポ剤の説明には「いいけど、退院の許可ください」と話す。本日、ハロマンス筋注予定。外出に関しては眼科受診は母様が付き添いできるのであれば許可するとのこと。弁護士の面会（福祉会館での）については弁護士が応じてくれるのか事実確認をし、本日デポ剤施行後の本人の様子を見てから再度主治医へ確認することとなる。
・立花　圭様～明日青山荘見学であること説明を受ける。退院に関しては青山荘の体験入所後の予定としている。
・佐藤　セツ様～左膝が立ち上がった際にカクン、カクンと頭に響き、疼痛もあると訴えあり、ナパゲルン軟膏処方となる。臨時薬は同内容で処方となる
・金　留似子様～退院後の生活としては夫様は自宅を希望しているが、夫様がアルコール依存症のようであるため、自宅退院すると本人の病状が悪化しそうであるため、施設か独居での生活がしたいとのこと。本人よりＯＴに午前・午後も行きたいと希望あり、主治医より許可となる。臨時薬は同内容で継続処方。
＜皮膚科診察＞
沼端　勲様～両手背は軽快で処置は同様。外傷側ではない左手に関しても皮膚が薄い為予防の為皮膚が安定するまでは手背を保護するようにとの指示。
小笠原　久年様～爪が肥厚しているため今日は左側を削っている。右第一趾は経過良いがアズノール+ガーゼ保護は継続してください。
澤口　利香様～左前腕は上皮化、発赤ある。軟膏をヘパリン類似物質に変更し塗布
の指示ある。
佐々木　章洋様～全身に蕁麻疹様の皮疹が散在。その他紅色小丘疹、掻き傷が散在。
　　　　　　　　両手背、第五指側に発赤、第5趾の痺れ感あり（本人は糖尿病を
訴えている。）オイラックスは継続。抗アレルギー薬については　　主治医に相談し本日よりフェキソフェナジン2T朝、夕、7日分を処方してもらう。
長瀬　伸也様～右足底に浮腫性局面、表皮剥離、痛みあり。尿素クリームが1本
処方となる。
栗澤　みつ子様～両足の爪白癬あり。また両下腿皮膚乾燥、痒みあり。いずれも持参したもの。爪にはクレフィン外用液、下腿にはヒルドイド軟膏を塗布するよう指示ある。
＜新入院患者様情報＞
　日　　時：12月3日　11：26

　氏　　名：城前　実様（じょうまえ　みのる）様

　生年月日：昭和30年　10月　7日（65歳）

　病　　名：統合失調症

　合併症　：

　性　　別：男性

　主治医　：田名部Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Aユニット

　

(経過）

　高校卒業後東京へ行き、アルバイトを転々としていた。時期や病名は不明だが、肝臓の病気を患い働けなくなる。また、借金等のトラブルあり、Ｓ50年頃八戸へ戻っている。その後は自宅で過ごしていたが、徐々に精神変調をきたし、Ｓ54年八戸市立市民病院精神科へ入院。同院への入退院を繰り返し、単身で生活していた。Ｓ55年頃から不眠・空笑・母親への暴力等あり、Ｓ57.7.27～Ｓ61.2.28済誠会病院へ措置入院。同院退院後はさくら病院に定期的に通院していたが、怠薬による不穏・倦怠感・不眠等症状増悪し、同院へ3回の任意入院歴あり。

　Ｈ21年12月脳梗塞発症し、八戸赤十字病院へ入院。入院中胆石？と言われるが治療は不明。その後はリハビリ為西病院へ転院。退院後は単身生活をやめ、れんげ荘へ入所。施設にて転倒し、左大腿骨骨折にて八戸赤十字病院にて手術を行っている。以後車椅子使用。再度リハビリ目的にて西病院へ。退院後～現在はひなたの家へ入所しているが、入所施設のスタッフや入所者への暴力行為あり、怪我もさせている。警察介入はないが、施設での受け入れ継続は困難な状況となっている。さくら病院と姉との方向性のズレあり、同院での入院は困難で当院へ転医と入院での症状改善・環境調整目的で11:26東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

ＤＭあり：ＤＭ食２０単位　硬粥　粗キザミ
業者洗濯　
買い物：3000円/月
義歯なし
左片麻痺　
